
立
石
天
満
天
神
宮
の

　¬

す

ぽ
ふ
り
」

伊
東
英
俊

　
別
府
市
恒
例
の
年
中
行
事
に
な
っ
た
鶴
見
岳
一
気
登
山
大
会
の

チ
ェ
ッ
ク
地
点
の
一
つ
に
、
本
村
の
天
満
天
神
社
が
あ
る
。

　
こ
の
村
の
旧
家
で
あ
る
古
屋
家
所
蔵
の
古
文
書
や
、
地
域
の
事

情
に
詳
し
い
古
老
の
話
を
も
と
に
し
て
、
天
満
天
神
社
の
由
来
や
、

奇
祭
と
い
わ
れ
た
「
す
ぼ
ふ
り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

立
石
の
天
満
天
神
社
は
、
豊
後
国
速
見
郡
朝
見
荘
立
石
村
、
現
在

は
別
府
市
大
字
南
立
石
こ
一
五
三
番
地
に
鎮
座
す
る
氏
神
で
あ
る
。

祭
神
は
菅
原
道
真
で
、
と
お
い
昔
（
鎌
倉
時
代
）
は
、
立
石
村
内

の
朝
見
川
の
南
、
字
手
ノ
内
に
祭
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

文
明
四
年
（
室
町
時
代
）
に
征
夷
大
将
軍
従
一
位
左
大
臣
源
朝
臣

足
利
義
政
の
命
に
よ
っ
て
、
右
京
太
夫
従
四
位
下
臣
勝
元
が
京
都

北
野
天
満
宮
の
宝
殿
と
し
て
御
分
霊
を
奉
戴
し
、
現
在
の
場
所
に

上
野
国
義
の
手
に
よ
っ
て
再
造
営
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
そ
の
百
二
十
八
年
後
、
慶
長
五
年
九
月
に
豊
臣
方
の
大
友
義
統

と
徳
川
方
の
黒
田
如
水
と
の
間
に
歴
史
に
残
る
石
塩
原
の
合
戦
が

起
こ
っ
た
。
そ
の
時
天
神
社
の
東
側
の
庄
屋
古
屋
彦
助
の
屋
敷
が

大
友
方
の
本
陣
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
天
満
社
拝
殿
の
天
井
に
は
、
故
古
屋
勝
馬
氏
の
発
案

で
、
県
立
芸
短
大
の
学
生
が
合
戦
の
有
様
を
描
い
た
、
三
十
三
枚

の
色
鮮
や
か
な
天
井
画
が
あ
り
、
往
時
の
戦
い
の
激
し
さ
を
偲
ば

せ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
立
石
村
は
萩
原
三
位
兼
従
の
所
領
と
な

り
、
神
社
は
萩
原
氏
の
外
接
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
社
領
も
定
め

ら
れ
社
運
も
隆
盛
と
な
っ
た
。
江
戸
中
期
明
和
年
間
萩
原
家
の
中

居
新
左
衛
門
、
大
角
主
水
、
鈴
鹿
采
女
、
鈴
鹿
左
京
な
ど
が
達
署

し
て
庄
屋
古
屋
作
兵
衛
に
宛
て
た
社
頭
状
に

　
天
満
天
神
社
頭
田
高

　
　
　
七
斗
七
升
四
合

と
あ
る
の
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
後
、
立
石
村
は
天
領
に
な
り
明
治
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
古
屋
家
が
祠
官
に
任
ぜ
ら
れ
（
神
道
裁
許
状
）
、

天
満
宮
の
社
地
、
境
内
と
も
に
御
除
地
と
な
り
、
社
殿
復
旧
の
時
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天満社の前で説明する筆者

は
、
御
料
林
の
竹
木
が
下
賜
さ
れ
て
い
た
。
尚
、
境
内
に
は
享
保

十
三
年
（
一
七
二
八
）
建
立
の
鳥
居
、
江
戸
後
期
奉
納
の
灯
篭
が

あ
り
。
ま
た
社
殿
の
南
西
に
は
露
出
す
る
根
部
の
周
り
が
、
約
二

八
米
、
幹
部
の
周
り
約
一
一
米
、
樹
齢
一
千
年
に
お
よ
ぶ
大
楠
の

御
神
木
が
聳
え
て
い
る
。
こ
の
大
木
の
根
元
の
方
が
空
洞
に
な
っ

て
い
て
、
こ
ど
も
た
ち
が
中
で
焚
火
遊
び
を
し
て
危
険
な
た
め
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
詰
め
て
塞
い
だ
。
神
社
の
裏
に
は
文
化
一
四
年

二
八
二
八
）
に
、
堀
田
荒
金
家
の
先
祖
四
兵
衛
の
奉
納
に
よ
る

約
二
反
の
御
神
田
も
あ
っ
た
。

　
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
秋
の
大
祭
は
、
毎
年
旧
暦
十
月
二
十
五

日
に
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
日
に
珍
し
い
「
す
ぼ
ふ
り
」
の
行
事
が

あ
っ
た
。
「
す
ぼ
ふ
り
」
は
、
社
田
を
戦
後
の
農
地
改
革
で
失
っ

て
、
「
す
ぼ
ふ
り
」
に
使
う
藁
す
ぼ
が
と
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
途

絶
え
て
し
ま
っ
た
の
は
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
古
老
の
話
で
は
、
こ
の
行
事
は
「
す
ぼ
ふ
り
」
ま
た
は
「
し
も

ふ
り
」
と
い
う
名
は
な
く
「
森
巻
き
」
と
呼
ぶ
の
が
正
し
い
よ
う

で
あ
る
。

　
祭
り
の
日
、
お
宮
で
神
事
の
後
、
十
人
の
神
楽
舞
に
よ
っ
て
お

84－
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神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
村
は
祭
り
一
色
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
一
五

才
か
ら
二
五
才
の
青
年
衆
は
、
代
々
神
社
総
代
を
つ
と
め
て
い
た

本
組
の
甲
斐
さ
ん
宅
に
招
待
さ
れ
、
酒
食
の
振
る
舞
い
を
受
け
た
。

一
方
二
六
才
よ
り
三
十
才
ま
で
の
も
の
は
中
老
ま
た
は
長
老
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
そ
の
長
老
や
総
代
、
役
員
た
ち
は
お
宮
で
直
食

を
行
な
っ
て
団
策
の
時
を
過
ご
し
た
。

　
お
宮
の
裏
手
に
あ
る
二
反
の
神
田
で
収
穫
が
お
わ
る
と
、
「
森

巻
き
」
に
使
う
二
十
把
の
新
薬
の
束
を
作
っ
て
境
内
に
あ
る
楠
の

根
元
に
寄
せ
て
い
た
。
（
こ
の
楠
は
今
は
な
い
）

　
青
年
達
は
、
酒
の
酔
い
も
程
よ
く
廻
っ
た
頃
、
タ
オ
ル
を
首
に

巻
き
新
し
い
メ
リ
ヤ
ス
の
上
下
を
身
に
付
け
、
楠
の
根
元
に
寄
せ

て
い
た
藁
束
（
藁
ス
ボ
）
を
ほ
ぐ
し
て
、
裸
足
に
な
っ
て
柔
ら
か

く
な
る
ま
で
そ
の
上
で
暴
れ
廻
っ
た
。
（
ス
ボ
振
り
）

　
一
時
間
く
ら
い
た
つ
と
、
頃
は
よ
し
と
長
老
や
役
員
た
ち
は
そ

の
藁
で
縄
を
な
っ
て
楠
の
根
っ
こ
か
ら
立
ち
上
が
り
、
四
、
五
尺

上
あ
た
り
か
ら
楠
の
幹
に
縄
を
巻
き
は
じ
め
る
。
青
年
た
ち
は
巻

か
せ
ま
い
と
し
て
長
老
た
ち
の
邪
魔
を
す
る
。
巻
き
縄
は
、
七
廻

り
半
と
決
め
ら
れ
て
い
て
、
夕
刻
五
時
頃
ま
で
に
は
双
方
と
も
疲

れ
切
っ
て
巻
き
お
わ
っ
た
。
（
森
巻
き
）

　
巻
き
お
わ
る
と
神
主
か
ら
代
表
が
御
弊
を
戴
い
て
、
巻
い
た
縄

の
上
の
方
に
差
し
込
ん
で
立
て
、
「
す
ぼ
ふ
り
」
の
行
事
が
終
了

し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
神
社
の
氏
子
を
上
組
（
堀
田
）
、
中
組
（
本
村

と
板
地
）
、
下
組
（
観
海
寺
と
中
津
留
）
の
三
組
に
分
け
て
三
年

に
一
回
の
割
で
持
ち
回
り
し
て
い
た
。
こ
の
行
事
の
目
的
は
、
今

と
違
っ
て
青
年
達
は
外
に
働
き
に
出
る
こ
と
も
な
く
、
殆
ど
が
農

業
に
従
事
し
て
い
て
、
こ
れ
と
云
う
楽
し
み
も
な
か
っ
た
の
で
、

大
人
達
が
盆
踊
り
や
祭
り
を
盛
大
に
催
し
て
若
者
達
の
日
々
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
、
息
抜
き
の
愉
し
み
を
与
え
る
た
め
に
配
慮
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
「
す
ぼ
ふ
り
」
行
事
は
神
事
と
は
関
係
な
く
祭

り
を
賑
や
か
に
す
る
風
俗
だ
っ
た
と
云
え
よ
う
か
。

　
青
年
達
の
団
結
も
大
変
良
く
、
本
村
の
義
正
団
、
克
己
団
、
親

友
団
、
粛
正
団
な
ど
多
彩
な
団
名
が
あ
っ
た
。

　
神
社
の
世
話
を
す
る
祠
官
（
神
主
）
に
も
階
級
が
あ
っ
て
、
一

番
上
を
大
講
義
（
現
首
藤
盛
美
氏
宅
）
続
い
て
中
講
義
、
小
講
義

と
称
し
て
代
々
世
襲
制
を
採
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
神
道
裁
許

状
を
受
け
て
い
た
の
で
地
域
に
は
神
道
の
家
庭
が
点
在
し
、
元
は

御
嶽
教
と
黒
住
教
を
奉
じ
て
い
た
が
、
寛
文
年
間
の
頃
よ
り
御
伊
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勢
教
の
勢
力
が
強
く
な
っ
て
、
今
で
は
宮
総
代
に
ご
寄
進
を
す
る

と
同
時
に
天
照
太
神
宮
お
よ
び
御
嶽
権
現
様
の
お
札
が
下
付
さ
れ

て
い
る
。

　
秋
の
例
祭
に
は
今
で
も
甘
酒
が
接
待
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

お
宮
と
は
直
接
の
関
係
は
な
く
、
こ
れ
は
こ
の
地
方
で
は
秋
の
取

り
入
れ
が
終
わ
る
と
、
各
家
庭
で
は
裏
の
朝
見
川
の
水
車
で
新
米

を
揚
い
て
、
鉄
輪
温
泉
に
あ
っ
た
麹
屋
に
行
き
、
米
一
升
と
モ
ロ

ブ
タ
ー
枚
の
麹
を
交
換
し
て
貰
っ
て
、
甘
酒
を
た
て
る
風
習
が
あ
っ

た
。
そ
の
名
残
ら
し
い
。

　
こ
れ
は
筆
者
の
身
勝
手
な
所
見
で
あ
る
が
、
天
満
宮
に
は
梅
が

付
き
物
で
あ
る
が
こ
の
社
に
は
梅
が
な
い
。
別
府
市
に
桜
の
名
所

は
数
々
あ
る
が
、
一
つ
く
ら
い
梅
の
名
所
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
折
角
の
由
緒
あ
る
天
満
社
を
町
内
に
も
つ
所
で

あ
る
か
ら
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
梅
の
植
樹
を
実
施
し

て
、
参
道
に
は
朱
塗
の
灯
篭
な
ど
を
設
置
し
て
将
来
天
満
宮
の
境

内
を
梅
見
の
一
大
名
所
に
整
備
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
市
街

地
か
ら
離
れ
て
兎
角
刺
激
に
乏
し
い
地
元
本
町
地
区
の
活
性
化
に

も
通
じ
、
有
意
義
な
事
業
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
な
お
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
に
、
京
都
北
野
天
満
宮
よ
り

「
北
野
天
満
宮
の
御
分
霊
を
奉
体
し
て
い
る
神
社
」
で
あ
る
こ
と

の
認
証
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

　
天
満
天
神
社
由
緒
書
（
古
屋
家
文
書
）
　
別
府
史
談
第
六
号

　
別
府
市
誌
　
老
歴
史
家
の
研
究
談
　
新
詳
日
本
史
図
説

　
天
満
社
碑
文

　
北
鉄
輪
の
天
満
宮
に
も
「
も
り
ま
き
」
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は

拝
殿
で
若
者
が
藁
の
上
で
相
撲
な
ど
と
っ
て
暴
れ
、
そ
の
藁
で
縄

を
な
い
、
神
殿
う
し
ろ
の
大
楠
（
神
木
）
に
巻
い
た
。
こ
れ
は
豊

饒
を
感
謝
し
て
、
田
の
神
（
ヘ
ビ
・
水
神
様
）
を
天
に
帰
す
神
事

で
あ
っ
た
。
無
垢
の
若
者
が
暴
れ
る
ほ
ど
神
が
喜
び
、
そ
の
活
力

が
神
の
再
生
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
た
。

　
ま
た
、
甘
酒
も
い
ま
で
は
祭
り
と
は
縁
遠
く
な
っ
た
が
、
氏
子

が
祭
り
に
際
し
て
精
進
潔
斎
し
て
酒
小
屋
を
建
て
て
神
酒
を
作
る

な
ら
わ
し
が
あ
っ
た
。
酒
は
神
に
供
え
ら
れ
、
氏
子
は
神
と
共
に

飲
食
を
す
る
「
直
会
」
で
神
酒
を
戴
い
た
。
　
　
（
編
集
部
註
）
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